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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

 

回次 第45期 第46期 第47期 第48期 第49期

決算年月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月平成25年３月

売上高 (千円) 104,975 104,078 103,745 101,554104,894

経常利益 (千円) 3,364 2,819 10,352 22,318 34,903

当期純利益 (千円) 1,488 1,435 5,932 13,661 22,805

持分法を適用した場合の
投資利益

(円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 747,470 747,470 747,470 747,470747,470

発行済株式総数 (千株) 62 59 59 57 56

純資産額 (千円) 827,995 809,458 809,390 814,110829,357

総資産額 (千円) 1,376,4441,348,0751,335,7031,329,0651,336,559

１株当たり純資産額 (円) 13,260.4413,541.3013,689.0114,088.6114,631.50

１株当たり配当額
(１株当たり中間配当額)

(円)
―

(―)

―

(―)

―

(―)

―

(―)

―

(―)

１株当たり
当期純利益金額

(円) 23.54 23.66 100.15 235.52 402.33

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.2 60.0 60.6 61.2 62.1

自己資本利益率 (％) 0.18 0.18 0.73 1.67 2.74

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 16,936 38,909 36,325 37,532 43,458

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △6,302 ― △700 △4,052 ―

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △33,925 △31,972 △18,000 △20,942△19,558

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 55,556 62,494 80,119 92,657 116,557

従業員数 (人) 2 2 2 2 2

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

５　当社は非上場であり、株価の算定が困難なため、株価収益率は記載しておりません。

６　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【沿革】

 

昭和39年１月①貸室業②前号に附帯する一切の業務を会社の目的として、会社を設立し、設立登記

が行なわれた。

授権株数　10,000株　　資本金　50,000千円　　株主数　271名

本店所在地　宮城県仙台市堤通134

昭和40年３月建物区分所有に拠る授受を受ける。

昭和40年４月当社と全国土建業国民健康保険組合、㈳宮城県建設業協会との間で、会館建物及び附

属設備について、宮城県建設会館管理規定に基づく管理契約を締結。

昭和45年２月住居表示実施により本店所在地が宮城県仙台市堤通134から、宮城県仙台市上杉一丁

目４番20号に変更。同様に会社所有地、区分建物の登記名義人変更の登記が行われた。

平成８年５月 本社新社屋完成。

平成８年６月 本社所在地を現在の仙台市青葉区支倉町２番48号に移転。

 

３ 【事業の内容】

当社は事務室及び会議室の貸室業、並びに貸駐車場を営んでおります。なお、主な貸室先は関連団体となってお

ります。

[事業系統図]

 

 

４ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成25年３月31日現在

従業員数(名) 平均年令(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

２ 47 9 4,368

 

セグメントの名称 従業員数(名)

貸室業 ２

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1)業績

平成24年度の我が国経済動向は、昨年末に誕生した新政権により各種経済政策が打ち出され、これに併せて日銀による大

幅な金融緩和策が予定されていること等により、円安が進むと同時に、株価も上昇しており徐々に回復の兆しが見えてきて

おります。

　当貸室業界にあっても、震災時と比較して徐々に復調し、売上高は104,894千円（前期比3,340千円 3.2％増）と前期より高

い実績をあげることができました。

　利益面でも、営業利益は34,616千円（前期比62,046千円）、経常利益は34,903千円（前期比12,585千円　56.3％増）、当期純

利益は22,805千円（前期比9,144千円　66.9％増）となりました。

 

　事業部門別の業績を示すと、次のとおりであります。

区分
前期売上高 当期売上高

前期比
(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

貸事務室収入 60,049 59.1 60,170 57.3 100.2

貸会議室収入 36,282 35.7 38,914 37 107.2

駐車場収入 5,223 5.2 5,808 5.5 111.2

合計 101,554 100.0 104,894 100.0 103.2

 

(2)キャッシュ・フロー

当事業年度における現金及び現金等価物（以下「資金」という。）は、前事業年度に比べ23,900千円増加し、当事業年度末

には116,557千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において営業活動の結果得られた資金は43,458千円（前年同期比115.7 %）となりました。

　　　これは主に税引前当期純利益と減価償却費によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において該当するところはございません。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は19,558千円（前年同期比93.3%）となりました。

　これは長期借入金の約定による期日返済及び自己株式の取得によるものであります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

 

(1)生産実績

  　  該当事項はありません。

 

　(2)受注状況

　　　該当事項はありません。
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(3) 販売実績

当事業年度における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

 

事業部門別

前事業年度
(自　平成23年4月1日
至　平成24年3月31日)

(千円)

当事業年度
(自　平成24年4月1日
至　平成25年3月31日)

(千円)

前年同期比(％)

貸事務所収入 60,049 60,170 100.2

貸会議室収入 36,282 38,914 107.2

駐車場収入 5,223 5,808 111.2

合計 101,554 104,894 103.2

(注) １　上記金額には消費税等は含まれておりません。

２　最近２事業年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

 

相手先

前事業年度 当事業年度

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

東日本建設業保証株式会社 27,067 26.6 25,856 24.6

 

３ 【対処すべき課題】

(1) 現状の認識について

景気後退に伴うオフィス需要縮小の動きに歯止めがかからず、空室在庫が増加しております。

 

(2) 当面の対処すべき課題の内容

収益の向上と原価管理の徹底を図る必要があります。

 

(3) 対処方針

　　当社では、諸税の納付、減価償却費、借入金返済及び修繕費の増加等、多額の管理費が必要となることが予想されますが、設

備投資による会議室のＯＡ化並びに会議室の効率的な運営に努め、役職員一同たゆまぬ研鑽を通じて収益の向上を図る

所存であります。

 

(4) 具体的な取組状況等

株主及び関連団体に対して入居依頼を行い、幅広くクライアントの募集を行っていきます。

 

 

４ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。
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５ 【経営上の重要な契約等】

　　該当事項はありません。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。

 

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績及びそれに影響を与える要因の分析

東日本大震災の爪あとは依然として根深く残っているものの、昨年末の新政権の発足以来、円安及び株価の上昇が進み日

本経済に明るい兆しが見えつつあります。当社におきましては大きな増益は達成していないものの、徐々に業績が向上して

いるといえます。

利益面でも、営業利益は34,616千円（前期比62,046千円）、経常利益は34,903千円（前期比12,585千円

56.3％増）、当期純利益は22,805千円（前期比9,144千円　66.9％増）となりました。

 

 

（２）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度に比べ23,900千円増加し、当事業年度末

には116,557千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において営業活動の結果得られた資金は43,458千円（前年同期比115.7 %）となりました。

　　　これは主に税引前当期純利益と減価償却費によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において該当するところはございません。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は19,558千円（前年同期比93.3%）となりました。

　これは長期借入金の約定による期日返済及び自己株式の取得によるものであります。
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（３）財政状態の変動についての分析

当事業年度において、流動資産は119,063千円（前期比23,042千円　23.9％増）、固定資産は1,217,496千円（前期比△

15,547千円　1.3％減）、資産合計は1,336,559千円（前期比7,494千円　0.5％増）となりました。この資産合計の増加は、主

に現金・預金の増加によるものであります。

流動負債は27,977千円（前期比5,486千円　24.3％増）、固定負債は479,224千円（△13,239千円　2.7％減）、負債合計は

507,201千円（前期比△7,753千円　1.6％減）となりました。この負債合計の減少は、主に長期借入金の約定返済12,000千円

によるものであります。

以上の結果、純資産は829,357千円（前期比15,247千円　1.8％増）、自己資本比率は62％（前期比0.7％増）となり、結果

として大きな変動はありませんでした。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

特記事項はありません。

 

２ 【主要な設備の状況】

平成25年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内容
帳簿価額(千円)

従業員数
(名)建物

及び構築物
機械装置

土地
(面積㎡)

工具
器具備品

合計

本社
(仙台市青葉区)

賃貸ビル
402,552
[171,232]

3,088
807,435

(828.41)
4,1501,217,2262

(注) １　上記中[　]内は賃貸中のもので、内数であります。貸与先は、建設業労働災害防止協会他、関連団体であります。

２　上記金額に消費税等は含まれておりません。

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

特記事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 101,936

計 101,936

(注) １　「株式の消却が行われた場合には、これに相当する株式数を減ずる」旨を定款第５条に定めております。

２　株式の譲渡制限に関する規定は次の通りです。

当社の発行する全部の株式について、会社法第107条第１項第１号に定める内容(いわゆる譲渡制限)を定めており、

当該株式の譲渡又は取得について取締役会の承認を要する旨を定款第７条において定めております。

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成25年3月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年6月28日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 56,683 56,683非上場・非登録
単元株制度を採用
しておりません

計 56,683 56,683 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

       該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

       該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月18日
　　　　　　　(注)１

△2,310 62,441 ― 747,470― ―

平成21年12月14日
　　　　　　　(注)１

△2,664 59,777 ― 747,470― ―

平成23年 2月17日
　　　　　　　(注)１

△650 59,127 ― 747,470― ―

平成23年 12月20日
　　　　　　　(注)１

△1,342 57,785 ― 747,470― ―

平成25年 2月26日
　　　　　　　(注)１

△1,102 56,683 ― 747,470― ―

 

(注) １　自己株式の利益による消却
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(6) 【所有者別状況】

平成25年３月31日現在

区分

株式の状況

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― 311 ― ― 16 327

所有株式数
(株)

― ― ― 56,577 ― ― 106 56,683

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 99.8 ― ― 0.2 100.00

 

(7) 【大株主の状況】

平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

一般社団法人宮城県建設業協会 仙台市青葉区支倉町２－４８ 11,717 20.8

株式会社橋本店 仙台市青葉区立町７－２１ 1,623 2.8

奥田建設株式会社 仙台市青葉区八幡六丁目９－１ 1,305 2.3

仙建工業株式会社 仙台市青葉区一番町二丁目２－１３ 1,200 2.1

株式会社丸本組 宮城県石巻市八幡町一丁目７－１ 1,023 1.8

宮城県建設業協会栗原支部 宮城県栗原市築館字留場中田１０３ 1,010 1.8

株式会社深松組 仙台市青葉区北山一丁目２－１５ 830 1.4

千田建設株式会社 仙台市青葉区通町一丁目３－１１ 830 1.4

後藤工業株式会社 仙台市宮城野区扇町４丁目６－４ 825 1.4

社団法人宮城県建設業協会気仙沼支部 宮城県気仙沼市南町４丁目１－１１ 725 1.3

計 ― 21,088 37.1
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　56,683 56,683 ―

発行済株式総数 56,683 ― ―

総株主の議決権 ― 56,683 ―

 

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】

 
【株式の種類等】 会社法第155条第３項による普通株式の取得

 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

区分 株式数(株) 価額の総額(円)

株主総会(平成24年5月24日)での決議状況
(取得期間平成24年5月25日～平成25年5月22日)

1,102 10,000,000

当事業年度前における取得自己株式   

当事業年度における取得自己株式 1,102 7,558,000

残存授権株式の総数及び価額の総額  2,442,000

当事業年度の末日現在の未行使割合(％)  24.4

当期間における取得自己株式   

提出日現在の未行使割合(％)  24.4

 

区分 株式数(株) 価額の総額(円)

株主総会(平成25年5月22日)での決議状況
(取得期間平成25年5月23日～次期株主総会終結の
時まで)

417 10,000,000

当事業年度前における取得自己株式   

当事業年度における取得自己株式   

残存授権株式の総数及び価額の総額 417 10,000,000

当事業年度の末日現在の未行使割合(％) 100 100

当期間における取得自己株式 417 3,708,000

提出日現在の未行使割合(％) 0 62.9

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】
 

　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】
 
該当事項はありません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】
 

区分
当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額

(円)
株式数(株)

処分価額の総額
(円)

引き受ける者の募集を行った
取得自己株式

    

消却の処分を行った取得自己株式 1,102 7,558,000   

合併、株式交換、会社分割に係る
移転を行った取得自己株式

    

その他     

保有自己株式数  ― 417 ―

３ 【配当政策】

当社は、無配当とすることで内部留保につとめることを基本方針としております。

内部留保資金の使途につきましては、設備更新への備えと自己株式消却資金として投入していくこととしてお
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ります。

当社の剰余金の配当は、株主総会の決議により、毎年３月31日の最終の株主名簿に記載された株主または登録株

式質権者に対し、金銭による剰余金の配当を行う旨を定款に定めております。

 

４ 【株価の推移】

当社の株式は非上場・非登録であり、また、気配相場もないため該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】

 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(千株)

代表取締役 ― 佐　藤　博　俊 昭和18年５月12日

昭和46年８月

平成６年４月

平成10年５月

 

平成10年５月

平成20年５月

㈱橋本店入社

㈱橋本店代表取締役社長就任(現)

㈳宮城県建設業協会副会長就任

(現)

当社取締役就任

当社代表取締役就任(現)

㈱橋本店代表取締役会長就任(現)

(注)２ ―

専務取締役 ― 千　葉　嘉　春 昭和29年３月５日

昭和51年５月

平成６年４月

平成10年６月

平成13年６月

平成14年６月

 

平成22年５月

熱海建設興業㈱入社

熱海建設興業㈱取締役就任

熱海建設興業㈱常務取締役就任

熱海建設興業㈱専務取締役就任

熱海建設興業㈱代表取締役就任

(現)

当社専務取締役就任(現)

(注)２ ―

取締役 ― 高　橋　一　夫 昭和21年12月14日

昭和44年10月

平成４年５月

平成６年３月

平成６年５月

平成８年５月

㈱高工入社

㈳仙台建設業協会会長就任(現)

㈱高工代表取締役就任(現)

当社取締役就任(現)

㈳宮城県建設業協会副会長就任

(現)

(注)２ ―

取締役 ― 菅　原　廣　雄 昭和23年６月26日

昭和43年４月

昭和46年４月

昭和56年３月

平成18年５月

宮城建設入社

宮城建設㈱専務取締役就任

宮城建設㈱代表取締役就任

当社取締役就任(現)

(注)２ ―

取締役 ― 須　田　輝　夫 昭和15年10月28日

昭和39年４月

平成９年６月

平成13年４月

平成13年５月

平成20年５月

㈱七十七銀行入行

宮城商事㈱常務取締役就任

㈱丸本組代表取締役就任(現)

当社監査役就任

当社取締役就任(現)

(注)２ ―

取締役 ― 渡　辺　光　悦 昭和27年8月11日

昭和50年４月

平成５年８月

平成11年９月

平成16年５月

㈱渡辺土建入社

㈱渡辺土建取締役就任

㈱渡辺土建代表取締役就任(現)

当社取締役就任(現)

(注)２ ―

取締役 ― 阿　部　　　隆 昭和35年12月2日

昭和59年４月

平成２年６月

平成13年６月

平成18年５月

㈱阿部伊組入社

㈱阿部伊組専務取締役就任

㈱阿部伊組代表取締役就任（現）

当社取締役就任(現)

(注)２ ―

取締役 ― 遠　藤　久　之 昭和11年12月4日

昭和38年４月

昭和40年７月

昭和49年４月

平成16年５月

東京都青山特殊鋼㈱入社

㈱笹原組専務

㈱笹原組代表取締役就任(現)

当社取締役就任(現)

(注)２ ―
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有株式数
(千株)

取締役 ― 河　合　正　広 昭和27年３月18日

昭和49年４月

昭和63年５月

平成３年８月

平成22年５月

㈱石井組入社

㈱石井組取締役営業部長就任

㈱石井組代表取締役就任(現）

当社取締役就任(現)

(注)２ ―

取締役 ― 津　田　清　司 昭和22年11月15日

昭和42年４月

昭和45年９月

昭和46年２月

 

平成３年６月

平成12年６月

 

平成22年５月

深田サルベージ建設㈱入社

東華海事入社

東華海事㈱専務取締役就任（株式

会社に改組）

東華海事㈱代表取締役就任

東華建設㈱代表取締役(現)（東華

海事㈱より社名変更）

当社取締役就任(現)

(注)２ ―

取締役 ― 廣谷　秀男 昭和29年11月20日

昭和57年４月

昭和60年４月

平成９年４月

平成24年５月

日広建設㈱入社　取締役就任

日広建設㈱専務取締役就任

日広建設㈱代表取締役就任（現）

当社取締役就任（現）

(注)２ ―

監査役
(常勤)

― 西　村　博　英 昭和47年11月2日
平成8年４月

平成22年５月

㈳宮城県建設業協会入社

当社監査役就任(現)
(注)３ ―

監査役 ― 菅　野　　　悟 昭和20年3月5日

平成12年５月

平成13年５月

平成17年８月

平成19年８月

平成22年５月

日建工業㈱取締役就任

日建工業㈱常務取締役就任

日建工業㈱専務取締役就任

日建工業㈱代表取締役社長就任

当社監査役就任(現)

(注)３ ―

監査役 ― 武 山　　徳 藏 昭和27年２月４日

昭和57年２月

昭和62年８月

平成24年５月

㈲武山興業　代表取締役就任

㈱武山興業　代表取締役就任

当社監査役就任（現）

(注)４ ―

計 ―

(注)１　監査役は、全員、社外監査役であります。

２　取締役の任期は平成25年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成27年３月期に係る定時株主総会終結の時までで

あります。

３　監査役の任期は平成22年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成26年３月期に係る定時株主総会終結の時までで

あります。

４　監査役の任期は平成25年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成29年３月期に係る定時株主総会終結の時までで

あります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

（コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方）

コーポレート・ガバナンスが有効に機能するために、当社は経営環境の変化に迅速に対応できる組織体制及

び株主重視の公正な経営システムを構築し維持していくことが重要な経営課題であると考えます。法令遵守に

つきましては、必要に応じて有識者（弁護士・公認会計士）の意見を参考にしております。なお、以下は平成25

年３月31日現在の状況であります。

（コーポレート・ガバナンスの体制の状況）

①　取締役会

取締役会は１２名の取締役で構成され、効率的監督体制を整えております。定時取締役会は定期的に開催し

ており、重要案件が生じた場合は随時臨時取締役会を開催しております。

②　監査役制度

当社は監査役会制度を採用しております。監査役は３名（全員社外監査役）で構成され監査役会を定期的

に開催しております。監査役は取締役会への出席のほか、稟議案件の監督、取締役の職務を十分監視できる体

制になっております。

（役員報酬の内容）

取締役および監査役は全員無報酬であります。

（内部監査及び監査役監査の状況）

内部監査部門は事業規模が小さいため設けておりません。

監査役監査は有効に機能しており、会計監査人と相互連携しております。

（社外取締役及び社外監査役と提出会社との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係)

社外取締役及び社外監査役は当社の法人株主の代表者であります。

（会計監査の状況）

a.業務を執行した公認会計士の氏名

鈴木忠（霞友有限責任監査法人）

鈴木一樹（霞友有限責任監査法人）

b.監査業務に関わる補助者の構成

公認会計士　１名

その他　　　３名

c.監査証明を個人会計士が行っている場合の審査体制

該当なし

なお、業務を執行した公認会計士及び監査業務に係る補助者と当社の間には、特別な利害関係はありませ

ん。

 

（取締役の定数)

当社の取締役は３０名以内とする旨定款に定めております。
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（取締役の選任の決議要件)

取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の3分の1以上を有する株主が出席し、そ

の議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらない旨を定款に定めております。

（株主総会の決議の方法)

会社法第309条第2項の定めによるべき決議は、定款に別段の定めがある場合を除き、議決権を行使すること

ができる株主の議決権の3分の1以上を有する株（株主名簿の記載変更）主が出席し、その議決権の3分の2以

上をもって行う旨定款に定めております。

これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目

的とするものであります。

 

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

1,800 ― 1,800 ―

 

② 【その他の重要な報酬の内容】

上記以外の業務に基づく報酬はありません。

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

④ 【監査報酬の決定方針】

当社の監査公認会計士等に対する監査報酬は、監査日数、当社の規模・業務の特性等を勘案して決定してお

ります。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成24年４月１日から平成25年３月31日

まで)の財務諸表について、霞友有限責任監査法人による監査を受けております。

 

当社の監査公認会計士等は次のとおり異動しております。

第47期事業年度の財務諸表　　後藤元一

第48期事業年度の財務諸表　　霞友有限責任監査法人

 

当該異動について臨時報告書を提出しております。臨時報告書に記載した事項は次のとおりです。

（１）異動に係る監査公認会計士等の名称

後藤元一

霞友有限責任監査法人

（２）異動の年月日　　平成23年５月19日

（３）監査公認会計士等であった者が監査公認会計士等でなくなった場合

①異動監査公認会計士等が直近において監査公認会計士等となった年月日　平成22年５月26日

②異動の決定または異動に至った理由及び経緯

当社の会計監査人である後藤元一は、平成23年５月19日開催の第47回株主総会の終結の時をもって任期

満了により退任となるため、新たに霞友有限責任監査法人を会計監査人として選任するものです。

 

３　連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 92,657 116,557

売掛金（純額） 1,085 1,453

前払費用 447 308

繰延税金資産 967 742

未収消費税等 862 0

流動資産合計 96,021 119,063

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1, ※2
 415,298

※1, ※2
 402,294

構築物（純額） ※1
 319

※1
 257

機械及び装置（純額） ※1, ※2
 4,117

※1, ※2
 3,088

工具、器具及び備品（純額） ※1
 5,603

※1
 4,150

土地 ※2
 807,435

※2
 807,435

有形固定資産合計 1,232,774 1,217,226

無形固定資産

電話加入権 269 269

水道施設利用権 － －

無形固定資産合計 269 269

固定資産合計 1,233,044 1,217,496

資産合計 1,329,065 1,336,559

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 12,000

※2
 12,000

未払金 2,041 1,960

未払法人税等 8,021 10,249

未払消費税等 － 3,315

賞与引当金 267 291

その他 160 160

流動負債合計 22,491 27,977

固定負債

長期借入金 ※2
 22,000

※2
 10,000

長期預り保証金 444,088 444,088

繰延税金負債 24,069 22,270

退職給付引当金 2,306 2,866

固定負債合計 492,463 479,224

負債合計 514,954 507,201
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 747,470 747,470

利益剰余金

利益準備金 5,000 5,000

その他利益剰余金

建物圧縮積立金 36,821 35,918

別途積立金 19,000 19,000

繰越利益剰余金 5,818 21,969

利益剰余金合計 66,640 81,887

株主資本合計 814,110 829,357

純資産合計 814,110 829,357

負債純資産合計 1,329,065 1,336,559
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②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

売上高

売上高合計 101,554 104,894

売上原価

売上原価合計 114,732 52,611

売上総利益又は売上総損失（△） △13,177 52,282

販売費及び一般管理費

給料及び手当 7,933 8,736

賞与引当金繰入額 267 291

退職給付引当金繰入額 276 559

法定福利費 1,376 1,374

福利厚生費 19 15

旅費及び交通費 452 527

通信費 475 492

支払手数料 1,302 2,296

租税公課 1,023 1,782

印刷費 255 319

交際費 20 102

保険料 394 542

消耗品費 233 422

雑費 223 202

販売費及び一般管理費合計 14,253 17,666

営業利益又は営業損失（△） △27,431 34,616

営業外収益

受取利息 14 18

雑収入 50,860 1,072

営業外収益合計 50,875 1,091

営業外費用

支払利息 1,125 803

雑損失 0 0

営業外費用合計 1,125 803

経常利益 22,318 34,903

特別損失

貸倒損失 169 0

特別損失合計 169 0

税引前当期純利益 22,148 34,903

法人税、住民税及び事業税 9,630 13,672

法人税等調整額 △1,143 △1,574

法人税等合計 8,486 12,098

当期純利益 13,661 22,805
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 747,470 747,470

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 747,470 747,470

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 5,000 5,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,000 5,000

その他利益剰余金

建物圧縮積立金

当期首残高 37,725 36,821

当期変動額

建物圧縮積立金の取崩 △903 △903

当期変動額合計 △903 △903

当期末残高 36,821 35,918

別途積立金

当期首残高 19,000 19,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 19,000 19,000

繰越利益剰余金

当期首残高 195 5,818

当期変動額

自己株式の消却 △8,942 △7,558

当期純利益 13,661 22,805

建物圧縮積立金の取崩 903 903

当期変動額合計 5,622 16,150

当期末残高 5,818 21,969

利益剰余金合計

当期首残高 61,920 66,640

当期変動額

自己株式の消却 △8,942 △7,558

当期純利益 13,661 22,805

建物圧縮積立金の取崩 － －

当期変動額合計 4,719 15,247

当期末残高 66,640 81,887
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

自己株式

当期首残高 － －

当期変動額

自己株式の取得 △8,942 △7,558

自己株式の消却 8,942 7,558

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

株主資本合計

当期首残高 809,390 814,110

当期変動額

自己株式の取得 △8,942 △7,558

自己株式の消却 － －

当期純利益 13,661 22,805

当期変動額合計 4,719 15,247

当期末残高 814,110 829,357

純資産合計

当期首残高 809,390 814,110

当期変動額

自己株式の取得 △8,942 △7,558

当期純利益 13,661 22,805

当期変動額合計 4,719 15,247

当期末残高 814,110 829,357
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 22,148 34,903

減価償却費 23,566 15,547

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 24

退職給付引当金の増減額（△は減少） 276 559

受取利息 △14 △18

支払利息 1,125 803

売上債権の増減額（△は増加） 644 △368

その他の資産の増減額（△は増加） △728 1,003

その他の負債の増減額（△は減少） △1,937 3,234

小計 45,081 55,687

利息の受取額 14 18

利息の支払額 △1,125 △803

法人税等の支払額 △6,438 △11,444

営業活動によるキャッシュ・フロー 37,532 43,458

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,052 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,052 －

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △12,000 △12,000

自己株式の取得による支出 △8,942 △7,558

財務活動によるキャッシュ・フロー △20,942 △19,558

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,538 23,900

現金及び現金同等物の期首残高 80,119 92,657

現金及び現金同等物の期末残高 92,657 116,557
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産

　　　定額法を採用しております。

　　　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　　建物　　　　　15～50年

　　　機械装置　　　15年

　(2) 無形固定資産

　　　定額法を採用しております。

 

２　引当金の計上基準

　(1) 賞与引当金

　　　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

　(2) 退職給付引当金

　　　従業員の退職給付に備えるため、事業年度末退職給付債務を計上しております。なお、退職給付引当金の対象従業

員が300名未満であるため、簡便法によっており、退職給付債務の金額は事業年度末自己都合要支給額としてお

ります。

 

３　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に

換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来す

る短期投資からなっております。

 

４　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　　消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

(会計方針の変更)

　　　該当事項はございません。

 

 

(未適用の会計基準等)

　　　該当事項はございません。
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(貸借対照表関係)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

 448,517千円 464,065千円

 

※２　担保提供資産

　　（担保に提供している資産）

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

　建物 415,298千円 402,294千円

　機械装置 4,117 3,088

　土地 807,435 807,435

　　計 1,226,851千円 1,212,817千円

 

　　（上記に対する債務）

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

　1年以内返済予定長期借入金 12,000千円 12,000千円

　長期借入金 22,000 10,000

　　計 34,000千円 22,000千円

 

 

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 59,127 ― 1,342 57,785

 
（変動事由の概要）

自己株式の消却による減少であります。
 

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) ― 1,342 1,342 ―

 
（変動事由の概要）

増加は、株主総会決議による取得であります。

減少は、自己株式の消却によるものであります。
 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

該当事項はありません。
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当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株)　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

57,785  1,102 56,683

 
（変動事由の概要）

自己株式の消却による減少であります。
 

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) ― 1,102 1,102 ―

 
（変動事由の概要）

増加は、株主総会決議による取得であります。

減少は、自己株式の消却によるものであります。
 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

該当事項はありません。
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

　　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金勘定 92,657千円 116,557千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 千円 千円

現金及び現金同等物 92,657千円 116,557千円

 

(リース取引関係)

　　当社は、リース取引を行っておりませんので該当事項はありません。
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(有価証券関係)

　　当社は、有価証券取引を行っておりませんので該当事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

　　当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので該当事項はありません。
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(退職給付関係)

１　採用している退職給付制度の概要

　　退職金規定に基づく退職一時金制度を採用しております。

 

(ストック・オプション等関係)

　　該当事項はありません。

 

(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な発生原因の内訳

 

 

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
 

当事業年度
(平成25年３月31日)

繰延税金資産      

未払事業税否認  859千円   632千円

賞与引当金  108   110

退職給付引当金  936   1,088

一括償却資産費  161   64

繰延税金資産計  2,065   1,895

繰延税金負債      

建物圧縮積立金  △25,167   △23,422

繰延税金負債計  △25,167   △23,422

繰延税金負債の純額  △23,102   △21,527

 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
 

当事業年度
(平成25年３月31日)

法定実効税率  40.6％   38.0％

 (調整)      

交際費等永久に損金に算入されない項目  0.0％   0.1％

住民税均等割等  1.4％   0.9％

事業税の税率差額  △1.0％   △0.7％

その他  △2.7％   △3.6％

税効果会計適用後の法人
税等の負担率

 38.3％   34.7％
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(賃貸等不動産関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

 

１　賃貸等不動産の概要

当社は、仙台市において、賃貸用のオフィスビルを（土地を含む。）を有しております。

 

２　賃貸等不動産の貸借対照表計上額及び当会計年度における主な変動並びに決算日における時価及び当該時価の算定方法

 

貸借対照表計上額
決算日における時価

当事業年度期首残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

1,249,592千円  ―千円 1,227,171千円 667,636千円

（注）1.貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

　　　2.主な変動

　該当事項はありません。

　　　3.時価の算定方法

　主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）であ

ります。

 

３　賃貸等不動産に関する損益

 

賃貸収益 賃貸費用 差額
その他

（売却損益等）

101,554千円 114,732千円 △13,177千円 ― 千円
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当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

 

１　賃貸等不動産の概要

当社は、仙台市において、賃貸用のオフィスビルを（土地を含む。）を有しております。

 

２　賃貸等不動産の貸借対照表計上額及び当会計年度における主な変動並びに決算日における時価及び当該時価の算定方法

 

貸借対照表計上額
決算日における時価

当事業年度期首残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

1,227,171千円 千円 1,213,076千円 616,889千円

（注）1.貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

　　　2.主な変動

　該当事項はありません。

　　　3.時価の算定方法

　主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）であ

ります。

 

３　賃貸等不動産に関する損益

 

賃貸収益 賃貸費用 差額
その他

（売却損益等）

104,894千円 52,611千円 52,282千円 ― 千円
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（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

前事業年度（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

　当社の事業は「貸室業」の単一セグメントであります。従って開示対象となるセグメントはありませんの

で、記載を省略しております。

当事業年度（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

　当社の事業は「貸室業」の単一セグメントであります。従って開示対象となるセグメントはありませんの

で、記載を省略しております。

 

　【関連情報】

前事業年度（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

貨室業の外部顧客への売上高が、損益計算書の売上高の90%を超えるため製品及びサービスごとの売上高の

記載を省略しております。

２　地域ごとの情報

(1)売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が、損益計算書の売上高の90%を超えるため、地域ごとの売上高

の記載を省略しております。

(2)有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が、貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、地域ご

との有形固定資産の記載を省略しております。

３　主要な顧客ごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

顧客の名称または氏名 売上高 関連するセグメント名

東日本建設業保証株式会社 27,067貸室業

 

当事業年度（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

貨室業の外部顧客への売上高が、損益計算書の売上高の90%を超えるため製品及びサービスごとの売上高の

記載を省略しております。

２　地域ごとの情報

(1)売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が、損益計算書の売上高の90%を超えるため、地域ごとの売上高

の記載を省略しております。

(2)有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が、貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、地域ご

との有形固定資産の記載を省略しております。

３　主要な顧客ごとの情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

顧客の名称または氏名 売上高 関連するセグメント名

東日本建設業保証株式会社 25,856貸室業
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　【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　　　前事業年度（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

　該当事項はありません。

 

　　　当事業年度（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

　該当事項はありません。

 

　【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　前事業年度（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

該当事項はありません。

 

　当事業年度（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

該当事項はありません。

 

　【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

　　関連会社がないため、該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

 

前事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

該当事項はありません。 同左

 

(１株当たり情報)

 

前事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

１株当たり純資産額 14,088円61銭１株当たり純資産額 14,631円50銭

１株当たり当期純利益 235円52銭１株当たり当期純利益 402円33銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期利益については
潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期利益については
潜在株式が存在していないため記載しておりません。

(注)  算定上の基礎

１  １株当たりの純資産額

 

 
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 814,110 829,357

普通株式に係る純資産額(千円) 814,110 829,357

普通株式の発行済株式数(株) 57,785 56,683

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たりの純資産額の算定に用いられた普通株式の数(株) 57,785 56,683

 

２  １株当たり当期純利益金額

 

 
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

損益計算書上の当期純利益(千円) 13,661 22,805

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 13,661 22,805

普通株式の期中平均株式数 57,785 56,683

 

(重要な後発事象)

該当事項はございません。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

該当事項はありません。

 

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高(千円)

有形固定資産        

　建物 739,746 ― ― 739,746337,45113,003402,294

　構築物 5,147 ― ― 5,147 4,890 62 257

　機械装置 102,944 ― ― 102,94499,8561,029 3,088

　工具、器具備品 26,017 ― ― 26,01721,8661,452 4,150

　土地 807,435 ― ― 807,435 ― ― 807,435

有形固定資産計 1,681,292― ― 1,681,292464,06515,5471,217,226

無形固定資産        

　電話加入権 269 ― ― 269 ― ― 269

　水道施設利用権 4,124 ― ― 4,124 4,124 ―  

無形固定資産計 4,393 ― ― 4,393468,189 ― 269
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【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 ― ― ― ─

１年以内に返済予定の長期借入金 12,000 12,000 2.675 ─

１年以内に返済予定のリース債務 ― ― ― ─

長期借入金(１年以内に返済予定
のものを除く。)

22,000 10,000 2.675平成26年8月31日

リース債務(１年以内に返済予定
のものを除く。)

― ― ― ―

その他有利子負債 ― ― ― ─

合計 34,000 22,000 ― ―

（注）１　「平均利率」は借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２　長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く）の貸借対照表日後５年内における１年ごとの返済予定額の総額

１年超２年以内（千円） ２年超３年以内（千円） ３年超４年以内（千円） ４年超５年以内（千円）

10,000    

 

 

 

【引当金明細表】

 

区分
当期首残高

（千円）

当期増加額

（千円）

当期減少額

（目的使用）

（千円）

当期減少額

（その他）

（千円）

当期末残高

（千円）

賞与引当金 267 291 267 ― 291

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

 

区分 金額(千円)

現金 ０

預金  

普通預金 116,557

合計 116,557

 

②　売掛金

相手先別内訳

 

相手先 金額(千円)

㈱防災士研修センタ－ 296

ワールドファミリー 115

㈶全国建設研修センタ－ 404

カボデンタルシステムズジャパン㈱ 141

その他(注) 497

合計 1,453

(注)　(社)日本産業カウンセラ－協会他　16件

 

売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

 

前期繰越高
 

(千円)
 
(Ａ)

当期発生高
 

(千円)
 
(Ｂ)

当期回収高
 

(千円)
 
(Ｃ)

次期繰越高
 

(千円)
 
(Ｄ)

回収率(％)
 

(Ｃ)
×100

(Ａ)＋(Ｂ)

滞留期間(日)
(Ａ)＋(Ｄ)
２
(Ｂ)
365

1,085 110,138 109,770 1,453 98.6 4.2

(注)　当期発生高には消費税等が含まれております。
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③　長期預り保証金

 

相手先 金額(千円)

建設業労働災害防止協会 180,000

東日本建設業保証㈱ 150,000

㈳仙台建設業協会 100,000

宮城県建設業厚生年金基金 10,000

(財)建築技術教育普及センター 3,888

株式会社シーファイブ 200

合計 444,088

 

 

 

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ５月中

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券　10株券　100株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―株

株式の名義書換え  

　　取扱場所 当社総務において取扱っております。

　　株主名簿管理人 設置しておりません。

　　取次所 設置しておりません。

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 ―

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典 該当事項はありません。
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には、親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　 (第48期) 　(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

平成24年６月27日　　　　東北財務局長に提出。

 

(2) 臨時報告書　(第49期中)

平成24年７月17日　　　　東北財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の４の規定に基づく臨時報告書です。

(監査証明を行う公認会計士等の異動に関する提出です。)

 

(3) 半期報告書　(第49期中)　(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

平成24年12月16日　　　　東北財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

平成25年6月26日

株式会社　宮城県建設会館

　取締役会　御中

霞友有限責任監査法人

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士　　鈴木　忠

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士　　鈴木　一樹

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状

況」に掲げられている株式会社宮城県建設会館の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第49期

事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュフロー計算書、重要

な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

監査を行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な

保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査

手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づ

いて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので

はないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財

務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針

及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検

討することが含まれる。
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当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、株式会社　宮城建設会館の平成25年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度

の経営成績及びキャッシュフローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　 上

 
 １．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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